
吉田町

中村　聖心くん（H27.7.6 生）

「元気で大きくなってね　 」

なかむら　　   せいご

八千代町

大下　翔湊くん（H27.8.11 生）
「優しくてつよい子になってね！」

おおしも　　　かなた

美土里町

藤尾　夏乃ちゃん（H27.7.17 生）
「すくすく大きくなってね♡」

ふじお　          なつの

美土里町

植田　愛來ちゃん（H27.8.12 生）

「わが家の神楽女子です♡」

うえだ　　　  あいく

向原町

谷上　博紀くん（H27.8.24 生）
「元気で大きくなってね！」

たにがみ　　　 ひろき

八千代町

井東　葵衣ちゃん（H27.8.27 生）
「自分のペースで大きくなってね♡」

いとう　          あおい

吉田町

大羽　良門くん（H27.8.28 生）
「元気で大きくなってね」

おおは　　　  かずと
吉田町

塩田　悠くん（H27.8.29 生）

「すくすく大きく育ってね」

しおだ　　   ゆう

甲田町

中本　陽斗くん（H27.8.7 生）

「笑顔がいっぱい元気に育ってね。」

なかもと　      はると

日時：4月27日（金） 10：00～10：30
場所：保健センター

2歳6か月児相談

次回はここで撮影します！
●お問い合わせ
撮影に関するお問い合わせは政策企画課まで。
政策企画課　広報・ICT係　☎42-5627
※４月より総務課秘書広報室が担当します

※受付時間

人がつながる田園都市「広報あきたかた」

介護技術コンテスト
受賞者

遠野さん

立川さん 鈴木さん 

施政方針
当初予算の概要

平成30年度「住み続けたいまち安芸高田市」へ

個 性
が光る力作 揃い

吉田小学校卒業記念「自画像制作」

安芸高田市 政策企画課 広報・ICT係 〒731-0592 広島県安芸高田市吉田町吉田791 TEL 0826-42-5627 FAX 0826-42-4376企画・発行

シンセイアート株式会社 本社工場 〒727-0004 広島県庄原市新庄町5088番地58 TEL 0824-72-7890 FAX 0824-72-2128 印刷

シンセイアート株式会社 安芸高田営業所 〒731-0501 広島県安芸高田市吉田町吉田758-3-503 編集



き
、
共
に
支
え
合
う
地
域
福
祉
の
充
実
に

向
け
「
生
活
支
援
員
制
度
」
の
全
市
展
開

を
図
る
ほ
か
、
温
泉
な
ど
の
観
光
施
設
を

活
用
し
た
介
護
予
防
や
健
康
づ
く
り
活
動

の
推
進
な
ど
、
市
民
の
皆
様
が
住
み
慣
れ

た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
よ

う
に
、
様
々
な
支
援
を
切
れ
目
な
く
提
供

で
き
る
仕
組
づ
く
り
に
力
を
注
ぐ
予
算
編

成
と
し
ま
し
た
。

人
口
減
克
服
に
向
け
た
施
策
推
進

　

３
つ
の
柱

・
子
育
て
支
援
の
充
実

・
学
校
教
育
の
充
実

・
地
域
で
の
仕
事
づ
く
り

本
市
が
抱
え
る
課
題
の
う
ち
、
最
も
重

要
で
、
早
急
に
取
り
組
ま
な
く
て
は
な
ら

な
い
こ
と
は
、「
人
口
減
対
策
」で
す
。「
安

芸
高
田
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
」
で
は
、
平
成
36
年
度
の
人
口
は

推
計
で
平
成
27
年
度
の
国
勢
調
査
と
比
較

し
て
約
３
，
０
０
０
人
減
少
し
、
２
６
，

３
２
６
人
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
、あ
ら
ゆ
る
人
口
減
少
の
歯
止
め
対
策
・

少
子
高
齢
化
対
策
の
推
進
に
よ
り
、
推
計

プ
ラ
ス
１
，
２
０
０
人
を
目
標
と
し
、
平

成
36
年
の
目
標
人
口
を
２
７
，
５
０
０
人

と
設
定
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
目
標
人
口
を
達
成
す
る
た
め
、
平

成
30
年
度
で
は
、３
つ
の
柱
を
中
心
に「
人

口
減
対
策
」
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

市
の
存
続
の
た
め
に

　

取
り
組
む
べ
き
施
策

⑴
人
口
減
対
策

『
市
の
未
来
を
創
る
投
資
』

本
市
へ
の
移
住
・
定
住
を
希
望
す
る
人
、

訪
れ
る
人
を
増
や
す
た
め
に
は
、
そ
の
方

た
ち
を
惹
き
つ
け
る
魅
力
づ
く
り
や
施
策

展
開
が
急
務
と
な
り
ま
す
。

昨
今
、「
関
係
人
口
」
と
い
う
言
葉
が

聞
か
れ
ま
す
。「
関
係
人
口
」
と
は
、
地

域
に
関
わ
っ
て
く
れ
る
人
口
の
こ
と
で
あ

り
、
お
気
に
入
り
の
地
域
に
休
日
を
利
用

し
て
通
っ
た
り
、
頻
繁
に
通
わ
な
く
て
も

何
ら
か
の
形
で
そ
の
地
域
を
応
援
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
な
人
た
ち
の
こ
と
で
す
。

本
市
に
関
心
を
持
っ
た
り
、
応
援
し
て
い

た
だ
け
る
人
た
ち
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て

絞
り
込
み
、
そ
の
方
た
ち
を
惹
き
つ
け
る

施
策
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
で
、
本
市
へ

の
人
の
流
れ
が
生
ま
れ
て
き
ま
す
。

人
の
流
れ
を
生
み
出
す
施
策
と
し
て
、

ま
ず
重
要
な
の
は
、「
地
域
で
の
仕
事
づ

く
り
」
で
す
。
平
成
30
年
度
か
ら
新
た
な

取
組
と
し
て
、「
お
試
し
オ
フ
ィ
ス
」
を

整
備
し
、
実
際
に
企
業
を
現
地
に
招
き
、

立
地
環
境
や
生
活
環
境
を
紹
介
す
る
「
お

試
し
オ
フ
ィ
ス
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
」
を
実

施
し
ま
す
。
地
域
に
お
け
る
新
し
い
働
き

方
を
生
み
出
す
環
境
づ
く
り
を
促
進
す
る

と
と
も
に
、
企
業
が
求
め
る
細
か
な
条
件

を
把
握
す
る
た
め
の
取
組
を
支
援
し
て
ま

い
り
ま
す
。

ま
た
、「
教
育
の
充
実
」
に
つ
き
ま
し

て
は
、
順
調
に
進
ん
で
い
る
「
英
語
力
の

強
化
」、「
地
域
未
来
塾
」、「
教
育
の
Ｉ
Ｃ

Ｔ
化
」、「
小
学
校
統
合
」、「
教
室
エ
ア
コ

ン
整
備
」
な
ど
の
施
策
を
引
き
続
き
確
実

に
推
し
進
め
、
学
力
の
向
上
に
つ
な
げ
て

ま
い
り
ま
す
。

「
子
育
て
支
援
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、

こ
れ
ま
で
の
「
保
育
料
軽
減
」、「
乳
幼
児

等
医
療
費
助
成
」
に
加
え
、
平
成
30
年
度

か
ら
新
た
に「
在
宅
育
児
世
帯
支
援
事
業
」

に
取
り
組
み
、
誰
も
が
安
心
し
て
子
育
て

が
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
三
江
線
代
替
交
通
バ
ス
運

行
や
上
下
水
道
経
営
基
盤
強
化
、
市
道
改

良
な
ど
の
生
活
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
・
維
持

を
含
め
、「
市
の
未
来
を
創
る
投
資
」
を

強
力
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、
子
育
て
支

援
策
な
ど
の
独
自
施
策
を
広
く
発
信
し
、

新
た
な
人
の
流
れ
を
つ
く
り
出
し
て
ま
い

り
ま
す
。

市
政
運
営
の
着
実
な
実
行

平
成
16
年
３
月
に
安
芸
高
田
市
が
誕
生

し
て
か
ら
、
本
年
３
月
で
15
年
目
を
迎
え

ま
し
た
。
こ
の
間
、
新
市
建
設
計
画
の
着

実
な
実
行
に
よ
り
、
地
域
の
個
性
を
活
か

し
た
ま
ち
づ
く
り
や
、
市
域
全
体
の
均
衡

あ
る
発
展
に
向
け
、
社
会
基
盤
の
整
備
に

努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
27

年
３
月
に
は
、
第
２
次
安
芸
高
田
市
総
合

計
画
を
策
定
し
、「
人
が
つ
な
が
る
田
園

都
市　

安
芸
高
田
」
の
実
現
を
目
指
し
て

各
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

平
成
30
年
度
の
ス
タ
ー
ト
を
迎
え
、
市

民
の
皆
様
に
お
示
し
す
る
施
政
方
針
は
、

喫
緊
の
課
題
へ
の
対
応
は
も
ち
ろ
ん
、
今

後
の
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
を
明
ら
か
に

す
る
も
の
で
す
。
そ
れ
ら
は
市
政
運
営
の

基
本
指
針
で
あ
る
と
と
も
に
、
市
民
活
動

の
行
動
指
針
と
も
な
る
べ
き
も
の
で
あ

り
、い
わ
ば
市
民
の
皆
様
と
共
有
す
る「
市

の
未
来
を
創
る
戦
略
」
と
な
り
ま
す
。

将
来
に
わ
た
り

　

責
任
あ
る
財
政
運
営

田
園
都
市
と
し
て
活
力
と
魅
力
を
高

め
、
市
民
の
皆
様
の
暮
ら
し
を
守
る
施
策

を
推
進
し
て
い
く
た
め
に
は
、
規
律
あ
る

財
政
運
営
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

ご
承
知
の
と
お
り
、
少
子
高
齢
化
の
波

は
勢
い
を
増
し
、
人
口
減
少
が
急
速
に
進

む
局
面
に
あ
り
ま
す
。こ
の
ま
ま
続
け
ば
、

市
税
収
入
や
普
通
交
付
税
の
配
分
が
減
る

と
い
う
財
政
上
の
リ
ス
ク
を
抱
え
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
加
え
て
、
市
町
村
合
併
を

行
っ
た
自
治
体
に
普
通
交
付
税
を
上
乗
せ

す
る
特
例
措
置
「
合
併
算
定
替
え
」
が
平

成
31
年
度
に
は
終
了
し
、
財
政
運
営
は
一

段
と
厳
し
い
も
の
に
な
っ
て
ま
い
り
ま

す
。従

い
ま
し
て
、
本
市
が
将
来
に
わ
た
り

責
任
あ
る
財
政
運
営
を
行
っ
て
い
く
た

め
に
は
、
①
公
共
施
設
の
適
正
配
置
と
維

持
や
改
修
な
ど
に
要
す
る
費
用
の
縮
減
、

②
業
務
量
に
応
じ
た
職
員
数
の
適
正
管
理
、

③
公
共
施
設
等
の
使
用
料
引
き
上
げ
や
未

利
用
公
有
財
産
の
売
却
な
ど
に
よ
る
自
主

財
源
の
確
保
、④
事
務
事
業
の
廃
止
・
縮
減
、

⑤
市
債
の
繰
上
償
還
を
行
い
、
公
債
費
の

抑
制
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

平
成
30
年
度
予
算
編
成

　

基
本
的
な
考
え
方

限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
、必
要
な
施
策
・

事
業
を
推
進
し
て
い
く
た
め
、
平
成
30
年

度
の
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
は
、
政
策
の

実
現
や
、
施
策
・
事
業
の
緊
急
度
・
優
先

度
に
基
づ
い
た
「
選
択
と
集
中
」
を
基
本

に
編
成
を
行
い
ま
し
た
。

特
に
、
子
育
て
支
援
、
地
域
で
の
仕
事

づ
く
り
、
移
住
・
定
住
促
進
、
学
校
教
育

の
充
実
な
ど
、
最
重
要
課
題
で
あ
る
「
人

口
減
」
を
克
服
す
る
た
め
の
施
策
を
重
視

し
た
予
算
編
成
と
し
ま
し
た
。

ま
た
、
市
民
総
ヘ
ル
パ
ー
構
想
に
基
づ

平
成
30
年
度

施
政
方
針
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行
政
情
報

健
康
・
介
護

子
育
て

お
知
ら
せ

平成30年度

　施政方針
目次
イベント情報
平成30年度

　当初予算の概要
市長コラム
行政情報
健康いいカラダ
リレーコラム
介護技術コンテスト受賞者

遠野さん 立川さん 鈴木さん 
げんきな親子
新しい小学校が誕生します
HOTな話題
警察
路線バスのバス停が変わります
お太助バスのダイヤ変更
消防
トピックス／募集
歴史紀行
およろこび・おくやみ
4月の相談
集まれ！安芸高田のアイドル

02

05

06

10
11
14
17

18
19
20
22

23
24
25
26
27
28

安芸高田市
八千代支所
美土里支所
高 宮 支 所
甲 田 支 所
向 原 支 所

☎・お太助フォン 42-2111（代）
☎・お太助フォン 52-2111
☎・お太助フォン 54-0311
☎・お太助フォン 57-0311
☎・お太助フォン 45-4111
☎・お太助フォン 46-3111

本庁・支所連絡先

〈今月の表紙〉
自分たちで描いた自画像を手に
微笑む吉田小学校の児童たち

安芸高田市ホームページ
http://www.akitakata.jp

市役所開庁時間 8:30～17:15
(土曜・日曜日、祝日、年末年始は閉庁)

4月のイベント情報
今月開催の市内イベント情報をお知らせします

地元団体の様々なステージ発表や、主催者
による手作りの炊き込みご飯、うどんなどの
販売が行われます。

施設の老朽化のため、今年が最後の開催とな
る向原の春の風物詩。「男味のうどん、そば」
や本数限定の「セリ入り巻きずし」など、名物
料理も登場します。

約6,000本の桜が咲き誇る名所に、期間中
は屋台も多数出展。7日（土）には神楽の上
演が行われます。（雨天中止）

屋外で行われるライブイベントやアトラク
ション、アート・クラフトの展示販売など、子
どもから大人まで楽しめる様々なブースが
軒を連ねます。

入館作家入れ替に合わせて行われる「春祭
り」。入れ替えセレモニーや入館作家による作
品の解説「ギャラリートーク」も行われます。

4 日
8

4 日
22

3 土
31

3
下旬

4 日
8

郡山桜まつり

アートまつりin向原

向原かたくり祭り

土師ダム桜まつり

八千代の丘美術館
春まつり

□所郡山公園池の周辺（吉田町吉田）
□時11時～15時　□料無料
□問吉田地区振興会
　☎090-1354-3061

□所向原農村交流館やすらぎ 芝生広場
  （向原町長田）　□時10時～16時
□問向原農村交流館やすらぎ
　☎・お太助フォン46-3987

□所かたくりの里（向原町長田）
□時3月31日（土）～4月8日（日）／9時～15時
□料無料
□問向原農村交流館やすらぎ
　☎・お太助フォン46-3987

□所土師ダムのどごえ公園（八千代町土師）
□時3月下旬～4月中旬　□料無料
□問八千代町湖畔祭実行委員会
　☎・お太助フォン52-2811

□所八千代の丘美術館（八千代町勝田494-7）
□時10時～17時　□料無料
□問八千代の丘美術館　
　☎・お太助フォン52-3050

から

から

⑵
高
齢
化
対
策
、
安
全
安
心
の
確
保

『
市
民
に
安
全
安
心
を
与
え
る
投
資
』

先
に
も
触
れ
ま
し
た
が
、
本
市
が
抱
え

る
大
き
な
課
題
は
、
急
激
な
高
齢
化
の
進

行
で
す
。
人
口
減
と
高
齢
化
が
同
時
に
進

む
状
況
下
で
は
、
地
域
の
互
助
機
能
や
家

庭
で
の
介
護
力
が
低
下
し
て
ま
い
り
ま

す
。
こ
の
課
題
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で

も
市
民
総
ヘ
ル
パ
ー
構
想
の
も
と
、
新
た

な
互
助
・
共
助
の
か
た
ち
を
創
り
、
一
定

の
成
果
を
挙
げ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

平
成
29
年
度
か
ら
取
組
を
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
「
生
活
支
援
員
制
度
」
は
、
市
民

の
皆
様
や
地
域
振
興
組
織
等
が
「
共
助
」

を
実
践
し
て
い
た
だ
く
地
域
福
祉
活
動
で

す
。
平
成
30
年
度
は
全
市
展
開
を
推
進
し

て
い
く
ほ
か
、
町
単
位
に
生
活
支
援
員
を

配
置
し
、
支
援
員
と
地
域
振
興
組
織
等
が

連
携
し
て
共
助
を
実
践
し
て
い
た
だ
く
体

制
を
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
温
泉
な
ど
の
観
光
施
設
を

活
用
し
た
介
護
予
防
や
健
康
づ
く
り
活
動

の
推
進
、
吉
田
総
合
病
院
耐
震
化
へ
の
支

援
な
ど
、
市
民
の
皆
様
が
住
み
慣
れ
た
地

域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
、

「
安
全
・
安
心
を
与
え
る
」
施
策
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

⑶
市
の
魅
力
を
引
き
出
し
、
発
信

『
市
民
に
元
気
と
活
力
を
与
え
る
投
資
』

安
芸
高
田
市
内
に
は
、
毛
利
元
就
関
連

史
跡
や
甲
立
古
墳
と
い
っ
た
名
所
旧
跡
、

神
楽
門
前
湯
治
村
・
た
か
み
や
湯
の
森
・

湧
永
満
之
記
念
庭
園
・
土
師
ダ
ム
と
い
っ

た
観
光
ス
ポ
ッ
ト
・
交
流
施
設
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
ほ
か
、
神
楽
に
代
表
さ
れ
る
独

特
な
文
化
、
各
種
の
お
祭
り
な
ど
、
多
彩

な
観
光
交
流
資
源
が
あ
り
ま
す
。

地
域
に
目
を
向
け
ま
す
と
、
伝
統
的
な

お
祭
り
、
は
や
し
田
や
子
ど
も
歌
舞
伎
、

農
村
風
景
な
ど
、
様
々
な
魅
力
・
隠
れ
た

魅
力
が
存
在
し
ま
す
。
特
に
、
地
域
に
お

け
る
お
祭
り
や
伝
統
芸
能
の
継
承
活
動
に

は
、
市
民
の
多
く
が
参
画
し
、
地
域
に
対

す
る
誇
り
の
醸
成
に
つ
な
が
っ
て
い
ま

す
。こ

れ
ら
の
独
特
な
文
化
、
多
彩
な
観
光

資
源
を
大
切
な
「
宝
」
と
し
て
捉
え
、
魅

力
を
広
く
発
信
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と

考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
一
つ
で
あ
る
「
神

楽
」
を
活
用
し
た
観
光
振
興
・
地
域
振
興

施
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
高
校
生
の
神
楽

甲
子
園
や
、
東
京
・
大
阪
な
ど
大
都
市
圏

で
の
神
楽
公
演
が
大
き
な
反
響
を
呼
び
、

今
で
は
海
外
で
公
演
す
る
な
ど
着
実
に
成

果
を
挙
げ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

ま
た
、
魅
力
発
信
の
拠
点
と
な
る
「
道

の
駅
」
整
備
事
業
が
い
よ
い
よ
具
体
的
に

動
き
始
め
、
平
成
30
年
度
に
は
施
設
の
建

築
に
入
り
、
平
成
32
年
春
の
開
業
を
目
指

し
ま
す
。
本
市
の
農
産
物
な
ど
地
域
産
業

の
振
興
の
拠
点
、
本
市
の
文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
・
歴
史
な
ど
の
観
光
情
報
の
発
信
の
拠

点
、
防
災
拠
点
な
ど
、
従
来
の
道
の
駅
と

は
違
う
新
た
な
魅
力
を
持
つ
「
道
の
駅
」

を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
本
市
の
活
力
を
生
み
出
す

農
業
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、
担
い
手

や
新
規
就
農
者
へ
の
支
援
に
継
続
し
て
取

り
組
む
と
と
も
に
、
生
産
性
・
収
益
性
の

高
い
農
業
の
実
現
に
向
け
て
大
規
模
野
菜

団
地
の
整
備
事
業
に
も
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

お
わ
り
に

田
園
都
市
と
し
て
の
活
力
と
魅
力
を
高

め
、
市
民
の
皆
様
が
全
国
に
誇
れ
る
「
住

み
続
け
た
い
ま
ち　

安
芸
高
田
市
」
の
実

現
に
は
、
一
つ
ひ
と
つ
の
課
題
を
乗
り
越

え
、
市
民
の
皆
様
と
一
丸
と
な
っ
て
「
人

口
減
対
策
」
を
は
じ
め
と
す
る
各
施
策
を

着
実
に
実
行
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
市
民
の
皆
様
と
の
間
に
築
き
上
げ
て

き
た
信
頼
関
係
を
力
に
一
層
の
成
長
を
目

指
し
て
い
く
こ
と
を
お
約
束
し
、
平
成
30

年
度
の
施
政
方
針
と
い
た
し
ま
す
。
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移住・定住の促進 : 0.9億円

生活インフラの整備・維持 : 11.0億円

共に助け合う
安全・安心

安全・安心を守る取組 : 1.0億円

公共施設等の安全の確保 : 7.6億円

支え合う福祉
社会の実現と
医療体制の充実

生活支援・介護支援の取組 : 0.4億円 健康増進の取組 : 0.7億円

福祉相談の充実 : 0.7億円
障害者支援の充実 : 8.6億円

医療体制の充実 : 1.1億円

未来につなぐ
自然環境

再生可能エネルギー活用、ごみ減量化 : 2.8億円

学校教育の充実 : 5.2億円

生涯学習の充実 : 3.5億円

子育て医療の充実 : 0.9億円

子育て支援の充実 : 5.6億円

協働による
まちづくりの推進

地域の魅力づくりの推進 : 7.1億円 魅力の発信 : 0.5億円安芸高田市の
宝を磨く

協働によるまちづくり : 0.6億円

文化・歴史・スポーツを活用した地域活性化 : 0.9億円

産業の活性化と
地域経済の循環

農業振興基盤整備 : 1.5億円 森林資源の保全 : 0.1億円

商工業者の支援 : 0.5億円

有害鳥獣対策 : 0.4億円

農業者の支援 : 0.5億円

自然と調和した
快適な田園都市
の形成

学ぶ文化の醸成

子育て支援と
就学前教育の
充実

市民自らが全国に誇れる
「住み続けたいまち
　　　　　　安芸高田市」

地域の仕事づくり
・　　　  お試しオフィス整備
・　　　  お試しオフィスモニターツアー
・サテライトオフィス等誘致
・テレワークの推進

移住・定住・Uターン者支援
・　　　  定住促進活動団体支援
・　　　  起業支援
・定住者奨学金返還免除　
・空き家活用推進
・結婚サポート

・　　　  三江線代替交通バス運行 
・　　　  住民票等コンビニ交付サービス
・　　　  除雪車両導入

・主要市道改良
・下水道施設長寿命化
・上下水道経営基盤強化

教育環境の充実
・　　　  中学校部活動指導員配置
・小学校エアコン整備
・学校規模適正化推進
・教育のＩＣＴ化

学力の向上
・　　　  地域未来塾
・　　　  英語教育強化
・国際教育推進（外国語指導助手派遣）

子育て応援の充実
・　　　  在宅育児世帯支援
・保育料の軽減

保育環境の充実
・（仮称）甲田認定こども園整備

24時間保育の実現
・一時預かり、病後児預かり

・不妊治療費助成　　・乳幼児等医療費助成

・高規格救急車更新　　・消防団消防ポンプ車等更新

公共施設等の長寿命化
・　　　  八千代支所移転
・　　　  吉田総合病院耐震化
・　　　  ＪＲ向原駅トイレ改修

・　　　  （仮称）甲田児童クラブ・甲立地域
　交流センター整備
・Ｂ＆Ｇ体育館、プール改修

インフラの安全強化
・通学路安全対策
・市道機能強化

・　　　  生活支援員制度
・　　　  冬季等お太助ハウス開設

・　　　  CO2排出削減促進　　・資源リサイクル推進

・　　　  道の駅整備
・地域おこし協力隊配置
・田んぼアートプロジェクト

・神楽等を活かした観光推進　・サンフレッチェ広島、湧永レオリック応援　・甲立古墳の保存整備

・　　　  ふるさと応援寄附推進
・　　　  ふるさと応援の会運営支援
・　　　  フリーWi-Fi設置

・障害者基幹相談支援センター運営
・地域包括支援センター運営
・こども発達支援センター運営

・　　　  観光振興施設で介護予防
・生活習慣病重症化予防
・健康あきたかた21の推進（プール健康教室、ウォーキング大会他）

・障害者自立支援、居宅生活支援

・吉田総合病院 救急医療体制の充実

・吉田口、原山、鍋石地区ほ場整備
・　　　  羽佐竹野菜団地土壌改良

・　　　  森の学校プロジェクト（ひろしまの森づくり事業）

・地域振興組織活動支援　　・多文化共生推進　　・多文化共生推進員、通訳員等配置

・企業立地推進　　・高校生キャリア育成 ・農業後継者育成支援
・機械等整備、ハウス建設、循環型農業への支援

当初予算の概要
平成30年度

市民に安全・安心を与える投資

“人が集い育つ” まちづくりへの挑戦
移 住 定 住の促 進 、子 育て支 援 、学 校 教 育 、仕 事づくり

“安心して暮らせる” まちづくりへの挑戦
安 心して暮らし続けられる仕 組みの構 築

“地域資源を活かした” まちづくりへの挑戦
市の魅 力を捉えなおし、伸ばし、P R

市の未来を創る投資

市民に元気と活力を与える投資
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●
民
生
費

身
体
障
害
者
、
高
齢
者
、
児
童

な
ど
の
福
祉
に
関
す
る
経
費

●
公
債
費

市
が
借
り
た
お
金
（
借
金
）
の

返
済
経
費

●
総
務
費

企
画
、
財
政
、
電
算
処
理
、
税

の
賦
課
、
戸
籍
、
選
挙
な
ど
一

般
的
な
行
政
事
務
の
経
費

●
土
木
費

道
路
や
河
川
、
公
営
住
宅
の
建

設
、
整
備
、
維
持
の
た
め
の
経

費

平成30年度の一般会計予算は、207億9,000万円（対前年度比3億円の減）、
8つの特別会計は、合計97億294万円（対前年度比8億5,635万円の減）となります。

●
自
主
財
源

市
税
、
分
担
金
及
び
負
担
金
、

使
用
料
及
び
手
数
料
な
ど
、
自

主
的
に
収
入
す
る
財
源

●
依
存
財
源

地
方
交
付
税
、市
債
、国
庫
支
出

金
、県
支
出
金
、地
方
譲
与
税
な

ど
、自
主
財
源
以
外
の
財
源

●
市
税

市
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽
自

動
車
税
、
た
ば
こ
税
な
ど
市
が

課
税
徴
収
す
る
税
金

●
分
担
金
及
び
負
担
金

保
育
料
や
特
定
の
事
業
に
対
す

る
収
入

●
使
用
料
及
び
手
数
料

市
が
管
理
し
て
い
る
施
設
を
利

用
す
る
際
の
料
金
や
、
市
が
行

う
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
際
の

料
金
な
ど

●
地
方
交
付
税

全
国
の
ど
の
ま
ち
で
も
一
定
の

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
行
え
る
よ
う

に
市
町
村
間
の
財
政
力
の
差
を

な
く
す
た
め
に
国
か
ら
交
付
さ

れ
る
お
金（
所
得
税
、酒
税
、法

人
税
、消
費
税
の
4
税
が
原
資
）

●
地
方
消
費
税
交
付
金

消
費
税
の
一
部
が
県
と
市
町
村

に
交
付
さ
れ
る
お
金
（
交
付
額

は
人
口
と
従
業
者
数
を
基
準
に

配
分
）

●
国
庫
支
出
金

市
が
行
う
仕
事
に
対
し
て
必
要

性
に
応
じ
て
国
か
ら
支
給
さ
れ

る
お
金

●
県
支
出
金

市
が
行
う
仕
事
に
対
し
て
必
要

性
に
応
じ
て
県
か
ら
支
給
さ
れ

る
お
金

●
市
債

公
共
施
設
な
ど
を
整
備
す
る
た

め
に
必
要
な
お
金
を
国
な
ど
か

ら
調
達
す
る
借
金

●
教
育
費

幼
稚
園
、
小
中
学
校
な
ど
教
育

に
関
係
す
る
経
費
と
生
涯
学
習

や
ス
ポ
ー
ツ
振
興
な
ど
の
経
費

●
衛
生
費

保
健
事
業
、
環
境
に
関
す
る
経

費
●
農
林
水
産
業
費

農
業
、
林
業
、
水
産
業
の
振
興

の
た
め
の
経
費

●
消
防
費

消
防
や
火
災
予
防
に
関
係
す
る

経
費

●
商
工
費

観
光
Ｐ
Ｒ
や
観
光
イ
ベ
ン
ト
、

商
工
業
の
振
興
な
ど
の
経
費

●
議
会
費

議
会
の
活
動
に
必
要
な
経
費

歳
　入

歳
　出

一般会計 歳入一般会計 歳出

会計名 予算額

水道事業会計

国民健康保険特別会計

後期高齢者医療特別会計

介護保険特別会計

公共下水道事業特別会計

特定環境保全公共下水道事業特別会計

農業集落排水事業特別会計

浄化槽整備事業特別会計

コミュニティ・ブラント整備事業特別会計

207億9,000万円

97億294万円

31億1,901万円

4億3,008万円

43億9,054万円

2億8,547万円

6億2,282万円

4億8,683万円

3億5,720万円

1,099万円

304億9,294万円

一般会計

特別会計（小計）

合計

14億9,823万円

自主財源
（25.6％）

民生費
60億225万円
（28.9％）

商工費
2億2,905万円

（1.1％）

公債費
36億9,213万円
（17.8％）

総務費
28億848万円
（13.5％）

土木費
24億2,884万円
（11.7％）

教育費
18億2,345万円
（8.8％）

衛生費
15億6,054万円
（7.5％）

農林水産業費
13億6,960万円

（6.6％）

消防費
6億5,449万円

（3.1％）

その他
3,001万円
（0.1％）

議会費
1億9,111万円
（0.9％）

市税
35億3,752万円
（17.0％）

依存財源
（74.4％）

地方交付税
84億2,460万円
（40.5％）

分担金及び負担金
2億1,742万円
（1.0％）

使用料及び手数料
3億950万円
（1.5％）

その他
12億6,548万円
（6.1％）

地方譲与税・各種交付金
8億9,190万円

（4.4％）

国庫支出金
19億1,490万円
（9.2％）

県支出金
14億4,414万円
（6.9％）

市債
27億8,450万円
（13.4％）

※万円未満の数値は切り捨て
ているため、合計と少し違い
があります。

※構成比は単純比較のため、
合計が必ずしも100となら
ない場合があります。
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制度に
関する

お知ら
せ 行政情報

田植えに向け、代かき等の作業が進められています
が、水田からの排水による河川等の水質汚濁防止のた
め、以下の確認、取り組みにご協力をお願いします。
・畦畔からの水漏れがないか
・代かき、田植え時に排水口から漏水がないか
・水田からの排水を最小限にするため、代かきは浅

水管理で行う
・作業時は適切な水管理に努める

水田は雨水を貯める天然のダムであり、地域の自然
を守っていますが、水田から濁水が流出すると、大切
な水や土を失うだけでなく、河川の水生生物の住処
や成育を阻害するなど、環境にも悪い影響及ぼすこ
とになります。みなさんで協力し、環境にやさしい農
業に取り組みましょう。

農作業による河川等の水質汚濁防止

□問農林水産課　林業水産係　担当：土井
☎・お太助フォン47-4022　 42-1003

市役所等の職員を装い電話をかけ「保険料等の払
い戻し（または医療費の払い戻し等）の申請書を送
付したが、まだ申請されていない」などと説明し携帯
電話番号や取引銀行を聞き、携帯電話で指示をしな
がら金融機関やコンビニなどのＡＴＭ（現金自動預払
機）を操作させてお金をだまし取ろうとする事件が多
発しています。
■必ず文書でご案内をしています

市では、保険料や市税等の還付がある場合には必
ず文書でご案内をしています。場合によって市から電
話をすることもありますが、その際には必ず「所属・
担当者・支給や還付の内容」をお伝えしています。
※保険料等の還付がある場合にATMの操作などを

お願いすることは絶対にありません。
■還付金詐欺の被害に遭わないために
・保険料等還付のため、申請書提出や通知もなく被保

険者に電話だけで連絡することは絶対ありません。
・保険料等還付のため、金融機関の特定口座を指定

して振り込みを求めることは絶対ありません。
・保険料等の還付の通知が市役所から届いてないの

に、電話で還付金の連絡があったときは、相手の話
には乗らずに一度電話を切って、市役所に連絡して
事実かどうか確認してください。

・相手から伝えられた電話番号は、別のところにつながる
可能性がありますので、絶対にかけないでください。

・ＡＴＭの操作を求める電話や手紙は「詐欺」と考
え、相手には連絡せず、すぐにご家族や最寄りの警
察に相談してください。

・還付金詐欺被害者の多くは高齢者です。ご家族の
方は定期的に連絡をとり、被害にあわないように声
かけをしてください。

還付金・振り込め詐欺にご注意ください

□問税務課　市民税係
　☎・お太助フォン42-5614　 42-2130
　保険医療課　介護保険係
　☎・お太助フォン42-5618　 42-2130
　保険医療課　医療保険年金係
　☎・お太助フォン42-5619　 42-2130
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生活支援員制度の意義

安
芸
高
田
市
の
高
齢
化
は
、
全
国
平
均
よ
り

早
い
ス
ピ
ー
ド
で
進
行
し
て
お
り
、
将
来
に
亘

り
高
齢
者
を
持
続
的
に
支
え
る
仕
組
み
づ
く
り

は
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
ま
す
。

本
市
で
は
、
将
来
を
見
据
え
る
持
続
可
能
な

福
祉
の
方
向
性
を
示
す
た
め
、「
高
齢
者
福
祉

計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
こ
の
計
画
の
基
本

理
念
は
、『
高
齢
者
の
健
康
を
維
持
・
増
進
し
、

い
つ
ま
で
も
健
康
で
い
き
い
き
と
暮
ら
す
こ
と

が
出
来
る
社
会
を
構
築
す
る
』
こ
と
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

の
機
能
を
充
実
さ
せ
、
介
護
・
予
防
・
医
療
・

生
活
支
援
・
住
宅
支
援
等
の
サ
ー
ビ
ス
を
切
れ

目
な
く
提
供
し
、
高
齢
者
が
生
き
が
い
を
持
っ

て
生
活
で
き
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

国
は
、
将
来
に
亘
っ
て
持
続
可
能
な
支
援
体

制
を
構
築
す
る
た
め
に
、
受
益
者
負
担
の
原
則

の
も
と
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
入
所
要
件
の

厳
格
化
（
入
所
要
件
を
原
則
と
し
て
要
介
護
３

以
上
）
を
進
め
て
い
ま
す
。

高
齢
者
が
生
き
が
い
を
持
っ
て
生
活
が
で
き

る
た
め
に
は
、「
市
民
総
ヘ
ル
パ
ー
構
想
」
の

理
念
に
基
づ
く
、
自
助
・
互
助
・
共
助
・
公
助

が
そ
れ
ぞ
れ
有
機
的
に
機
能
す
る
仕
組
み
を
構

築
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

こ
れ
ら
福
祉
施
策
の
執
行
に
あ
た
っ
て
は
、

市
が
直
接
実
施
す
る
介
護
認
定
の
ほ
か
、
社
会

福
祉
協
議
会
・
民
生
委
員
児
童
委
員
・
振
興
会

等
の
協
力
に
よ
り
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
・
げ
ん
き

教
室
・
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
、
安
否
確
認
・
配
食

サ
ー
ビ
ス
、
介
護
者
支
援
・
子
育
て
支
援
等
の

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
成
果
を
上
げ
て
い
る
こ

と
は
、
市
民
の
皆
様
が
よ
く
ご
承
知
の
こ
と
と

思
い
ま
す
。
行
政
と
し
て
も
深
く
感
謝
を
し
て

お
り
ま
す
。

一
方
で
、
急
速
な
少
子
高
齢
化
の
進
行
に
伴

う
社
会
状
況
の
変
化
に
よ
り
、
地
域
で
支
え
あ

う
「
も
や
い
」
に
よ
る
相
互
の
安
否
確
認
が
崩

壊
し
て
い
る
状
況
の
中
、
市
民
の
皆
様
か
ら
、

将
来
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
へ
の
入
所
が
出

来
な
い
と
い
う
不
安
も
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。
実
際
に
多
く
の
高
齢
者
の
方
が
市
内
外
の

施
設
に
２
〜
３
か
所
の
申
し
込
み
を
さ
れ
て
お

ら
れ
ま
す
。
仮
に
施
設
に
入
所
さ
れ
て
も
、
介

護
度
が
要
介
護
２
以
下
に
改
善
し
た
場
合
は
国

の
基
準
に
沿
っ
て
退
所
を
求
め
ら
れ
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
事
態
に
よ
り
、
市
民
の
皆
様
に
不

安
を
与
え
る
こ
と
は
、
行
政
と
し
て
深
く
反
省

を
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
に
お
い
て
は
、
行
政

が
責
任
を
持
っ
て
高
齢
者
の
方
々
の
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
（
生
活
の
様
式
）
を
把
握
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
り
、
こ
の
役
割
を
担
う
の
が
「
生
活

支
援
員
」
で
す
。

「
生
活
支
援
員
」
の
仕
事
は
、
地
域
の
実
態

を
隈
な
く
把
握
（
週
２
回
程
度
の
電
話
と
月
２

回
程
度
の
訪
問
）し
、行
政
に
報
告
し
ま
す
。「
生

活
支
援
員
」
が
調
査
し
た
デ
ー
タ
を
活
用
し
、

市
民
の
皆
様
の
生
活
・
健
康
状
態
に
応
じ
た
最

適
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
ま
い
り
ま
す
。
さ

ら
に
は
、
こ
の
デ
ー
タ
を
も
と
に
地
域
の
ケ
ア

マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
を
行
い
、
行
政
施
策
に
反
映

さ
せ
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。
い
ず
れ
に
し

て
も
、「
生
活
支
援
員
制
度
」
を
、
今
後
、
市

民
の
皆
様
に
不
安
を
与
え
な
い
よ
う
に
、
基
本

理
念
を
具
現
化
す
る
た
め
、
効
果
的
に
活
用
し

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
の
程
、
宜
し

く
お
願
い
し
ま
す
。
行
政
と
し
ま
し
て
も
、
効

率
的
な
福
祉
施
設
の
建
設
・
運
営
を
行
う
こ
と

は
、
将
来
に
亘
っ
て
の
行
財
政
改
革
の
一
助
に

な
る
も
の
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

　転入・転居等での住所変更時や、婚姻・離婚等で
の氏名変更時には「通知カード」または「マイナン
バーカード」に新住所や新氏名を記載する必要があ
ります。また、「住民基本台帳カード」も同様に追記
記載欄への変更内容の記載が必要となりますので、
あわせて総合窓口課、または各支所窓口係へお持ち
ください。
※通知カードは、追記記載欄に新住所等の記載を行

いますのでラミネート加工等はしないでください。
※異動届の手続きを、本人または本人が属する世帯の

世帯員の方が代理でされる場合は、異動される方
全員の「マイナンバーカード」または「通知カード」
と「住民基本台帳カード」が必要です。（「マイナン
バーカード」、「住民基本台帳カード」をお持ちの場
合は、窓口で暗証番号の入力が必要になります）

※カードを紛失された場合は、総合窓口課、または各
支所窓口係へご相談ください。

住所・氏名を変更される際には「マイナンバー
カード」「通知カード」「住民基本台帳カード」を
お持ちください

□問総合窓口課　窓口係　担当：吉川
☎・お太助フォン42-5616　 42-2130
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20歳以上の方は、学生であっても国民年金に加入
し、国民年金保険料を納付しなければなりませんが、
所得が一定額以下の学生の方を対象に、国民年金保
険料の納付が猶予される「学生納付特例制度」が設
けられています。
《対象》
○学校教育法に規定する大学（大学院）、短期大学、

高等学校、高等専門学校、専修学校及び各種学校
（修業年限１年以上の課程）、一部の海外大学の
日本分校に在学する方。（夜間、定時制課程や通信
課程の方も含む）

○本人の前年所得が次の計算式で計算した金額以下
の方

《申請方法》
保健医療課医療保険年金係、または各支所窓口係

に次の書類を持参し、手続きを行ってください。
《必要書類》
①国民年金手帳

②在学期間がわかる在学証明書（原本）、または学生
証（裏面に有効期限、学年、入学年月日の記載のあ
るものは裏面を含む）のコピー

③退職（失業）した方が新たに入学して申請を行う場
合は、雇用保険受給者証、雇用保険被保険者離職
票等の退職（失業）したことを確認できる書類

《注意点》
学生納付特例の承認期間は４月から翌年３月まで

となりますが、承認を受けた次の年度も在学予定で
ある場合、３月から４月はじめ頃に再申請の用紙（ハ
ガキ）が送られてきますので、引き続き学生納付特例
制度の申請を希望される場合は、必要事項をご記入
のうえ、年金事務所等へ返送してください。
■保険料の追納

学生納付特例期間が10年以内（例えば平成28年
４月分は平成38年４月末まで）であれば保険料をさ
かのぼって納めること（追納）ができます。将来受け
取る年金額を増額するためにも、追納することをお勧
めします。

広島県では、県が管理する道路（対象区間100ｍ
以上）や河川（一・二級河川で対象区間50ｍ以上）
の清掃・緑化・草刈などの活動を行う団体や企業を
随時募集し、「アダプト活動認定団体」に認定し支援
を行っています。
■アダプト活動

住民や企業・団体が主体となり、ボランティアで清
掃・緑化・草刈等の美化活動を行い、道路や河川など
の公共空間をわが子のように面倒を見ていく活動。
■支援内容
・団体・企業名の表示板設置（希望する団体のみ）
・活動に伴う傷害、及び賠償保険の加入
・活動経費の一部を奨励金として交付「ひろしまアダ

プト活動支援事業」
この事業の事務は、県がNPO法人ひろしまアダプ

トに委託して実施されており、申請書の受付期間は6
月末までとなっております。

申し込みは、管理課または広島県西部建設事務所
で受け付けています。様式は、広島県ホームページか
らダウンロードしていただくか、管理課へお問い合わ
せください。

広島県アダプト活動団体募集

□問管理課　建設管理係　担当：力石
☎・お太助フォン47-1201　 47-1206

下記手当の支給額は、毎年の全国消費者物価指
数の変動に応じて手当額の改定を行う物価スライド
制が導入されており、平成30年4月からの支給額は、
平成29年全国消費者物価指数の実績値（前年比＋
0.5％）に応じて次のとおり増額改定されます。

手当の名称等 H30年
3月まで

H30年
4月から 比較

児童
扶養手当

全部支給 42,290円 42,500円 ＋210円

一部支給 42,280円
～9,980円

42,490円
～10,030円

＋210円
～＋50円

第２子
加算額

全部
支給 9,990円 10,040円 ＋50円

一部
支給

9,980円
～5,000円

10,030円
～5,020円

＋50円
～＋20円

第３子以降
加算額

全部
支給 5,990円 6,020円 ＋30円

一部
支給

5,980円
～3,000円

6,010円
～3,010円

＋30円
～＋10円

特別児童
扶養手当

1級 51,450円 51,700円 ＋250円

2級 34,270円 34,430円 ＋160円

手当の名称等 H30年
3月まで

H30年
4月から 比較

特別障害
給付金

1級 51,400円 51,650円 ＋250円

2級 41,120円 41,320円 ＋200円

手当の名称等 H30年
3月まで

H30年
4月から 比較

特別障害
給付金

1級 51,400円 51,650円 ＋250円

2級 41,120円 41,320円 ＋200円

特別障害者手当 26,810円 26,940円 ＋130円

障害児福祉手当 14,580円 14,650円 ＋70円

経過的福祉手当 14,580円 14,650円 ＋70円

■集団回収
住民団体が、家庭から出る古紙・衣類・アルミ缶・

スチール缶・ペットボトルなどの資源物を自主的に回
収し、回収業者に引き渡すこと
《対象団体》

子ども会、女性会、PTA、行政区域などの住民団体
《助成内容》

■集団回収のメリット
ごみとして出していたものがリサイクルされ、資源

として生まれ変わります。また、これまで掛かってい
たごみ処理費用が住民団体の活動費等に生まれ変わ
り、活動を通じて地域コミュニティ形成の促進が期
待されます。

■実績
平成28年度は147団体が実施され、資源回収量は

約705tとなりました。
■集団回収の流れ

国民年金保険料の「学生納付特例制度」

資源物の集団回収を始めてみませんか？

□問三次年金事務所　☎0824-62-3107

対象品目 助成金（1㎏当り）

古紙 5円

衣類 5円

アルミ缶 10円

スチール缶 10円

ペットボトル 10円

回収業者の選定
住民団体が資源回収業者※を決定します。
※資源回収業者については環境生活課にお問い合わせください。

資源の回収・引き渡しの実施
資源を「回収業者」に引き渡し、買取代金と計量伝票を
受け取ります。
※市では資源回収器具を無料で配布しております。

助成金の交付
申請書・請求書・計量伝票（原本）を環境生活課へ提出
します。回収品目・回収量に応じた助成金が市から支払わ
れます。

必要書類の提出
「届出書」ほか、環境生活課へ提出してください。
※様式・記入例は、市ホームページにも掲載していますの
　で、ご利用ください。

１

2

3

4
□問環境生活課　環境生活係　担当：菅田
☎・お太助フォン42-1126　 47-1206

5月1日より市内全ての小学校・中学校では、業務
時間外の電話応対を留守番電話にて行います。
■留守番電話での応対時間
・平日………18時～翌7時30分
・土日祝日…終日
※業務時間外の緊急連絡方法につきましては各学校

にお問い合わせください。
■運用開始日
・5月1日（火）※予定

ただし、「お太助フォン」の留守番電話対応につ
いては運用開始が遅れる場合があります。

小中学校の留守番電話応対

□問学校教育課　学校教育指導係　担当：大田
☎・お太助フォン42-5628　 42-4396

□問子育て支援課　児童福祉係　担当：實村
　　☎・お太助フォン47-1283　 42-2130

□問保険医療課　医療保険年金係　担当：重永
☎・お太助フォン42-5619　 42-2130

□問社会福祉課　障害者福祉係　担当：益田
☎・お太助フォン42-5615　 42-2130

各種手当等の支給額が
増額改定されます

[ 計算式 ]
118 万円＋扶養親族等の数 ×38 万円＋社会保険料控除等
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「安芸高田市食生活改善推進
協議会」は、食生活をはじめ、健
康づくりについての正しい知識
や技術を学習しています。自身
が実践者となって、家庭や地域
の方々に健康づくりの輪を広げ
ていくため“私たちの健康は私
たちの力で”をスローガンにボ
ランティア活動を行っています。

ヘルスメイト募集
（食生活改善推進協議会会員）

吉田人権会館 4月 6 日（金）
4月13日（金）
4月29日（日）

18：30 ～ 20：30
18：30 ～ 20：30
13：30 ～ 15：30

自分や家族のお酒の問題で
悩んでいませんか？
お気軽にご相談ください。

【お問い合わせ先】
広島断酒ふたば会（中田克宣）☎090-4802-1865

【場所・日時】

□保険医療課　医療保険年金係　☎・お太助フォン 42-5619問

□健康長寿課　健康推進係
　☎・お太助フォン 42-5633
問

市町村 市町村 市町村

各市町村
都道府県

都道府県が市町村ごとに
決定した国保事業費納
付金を、市町村が納付

保険給付に必要な費用
を全額、市町村に交付

A市 B町 C町

A市 B町 C町

A市 B町 C町

同じ所得水準であっても各市や町でそれぞれ保険料
（税）が違っていました。

〈 現行 〉

保険料（税）の急激な変動が起こらないよう、激変緩和
措置が講じられています。

〈 平成30年度 〉

当面は統一保険料率をベースに市町村ごとの収納率
を反映した保験料（税）率となります。将来的には同じ
所得水準・世帯構成であれば県内どこに住んでいても
同じ保険料（税）を目指します。

〈 平成36年度 〉

健診を受けて毎日を健康に!健康あきたかた21推進中！

安芸高田市の死亡原因 安芸高田市外来医療費の
疾病別の割合

吉田町
八千代町

甲田町

向原町

美土里町
高宮町

7/9（月）
7/11（水）
7/12（木）
7/13（金）

6/13（水）

6/14（木）

6/15（金）
6/15（金）

H31 2/4（月）
2/6（水）
2/7（木）
2/8（金）

11/6（火）

11/7（水）

11/8（木）
11/8（木）

13：00～13：30

10：00～11：30
13：30～14：30
10：00～11：00
13：00～14：00
10：00～11：00
13：30～14：30

JA 吉田健康管理センター
（吉田総合病院）

ふれあいセンターこうだ

向原生涯学習センターみらい

美土里生涯学習センターまなび
高宮田園パラッツォ

町名 前期日程 後期日程 受付時間 会場

み

んな
で作ると楽しい

ね
♪

市町村が
個別に管理

都道府県が
財政運営責任を担う

市町村で 運営する国民健 康 保険
は、「年齢構成が高く、医療費水準が
高 い」「 所 得 水 準 が 低く、保 険 料
（税）の負担が重い」「財政基盤が弱
く制度運営が困難な市町村もある」
といった構造的課題があります。

このため、制度を将来にわたり守り
続けるため都道府県が財政運営の責
任主体となり、市町村とともに共同運
営することで安定的な財政運営を目
指します。

国民健康保険制度が変わります
平成30年4月から都道府県と市町村が共同で運営します

■どうして共同運営するの？
都道府県が主体となって市町村と共同運営することで、財政運営が安

定し急激な保険料（税）の上昇が起こりにくくなります。

■共同運営するとどうなるの？

都道府県が示す標準保険料率などを参考に、市町村が保険料（税）
率を定め、賦課・徴収することになります。被保険者の方の負担の公平
性を確保するため、広島県においては「同じ所得水準・世帯構成であれ
ば県内どこに住んでいても同じ保険料（税）」になることを目指します。

■保険料（税）はどうなるの？

①被保険者証に「広島県」と記載さ
れます。

②現在ご利用の保険証は、特定の年
齢到達者以外の方は平成30年7月
31日までご利用できます。平成30
年8月1日が更新日となります。

③これまで更新分の被保険者証を簡
易書留で送付しておりましたが、次
回 から普 通 郵 便により送 付しま
す。

■被保険者証はどうなるの？

変更前

変更後

国民健康保険の
窓口は引き続き
お住まいの市町です
資格の取得・喪失手続や被保
険者証等の発行、保険給付の
決定・支給事務、及び保険料

（税）の賦課・徴収などは引き
続き市町が窓口となります。

安芸高田市食生活改善推進協議会

健診の詳細・申込方法は、４月上旬郵送予定の「健康診断のお知らせ」をご覧ください。
案内が届かない場合は、健康長寿課までご連絡ください。

※日本人の死亡原因の約6割を占める生活習慣病
予防のため、40歳から74歳までの方を対象とす
る、メタボリックシンドロームに着目した健診

平成30年度健康診断 〈 申込期限 〉 4月20日（金） 期限を過ぎての申し込みはできません。

〈健診内容〉以下の内1つの健診を受診できます。

総合健診

6月～7月（土日も実施）

特定健診・がん検診等

市内各会場を検診車が巡回

人間ドック健診

6月頃～翌年3月末

特定健診・がん検診等

13か所の医療機関から選択

個別医療機関健診

6月頃～翌年3月末

特定健診

かかりつけの医療機関

期間

内容

場所

□健康長寿課　健康推進係　☎・お太助フォン 42-5633問

□健康長寿課　健康推進係　☎・お太助フォン 42-5633問

安芸高田市の外来医療費割合は、「生
活習慣病」「がん」が多くを占め、死亡
原因も「がん」が最も多いという状況です。
これらの病気の重症化を防ぐには、「特
定健診※」や「がん検診」による早期発見・
早期治療を行うことが重要です。

悪性新生物（がん）

心疾患

老衰

肺炎

脳血管疾患

1位

2位

3位

4位

5位

内分泌
（糖尿病など）
18％

循環器
（高血圧など）
15％

悪性新生物（がん）
11％

筋骨格 9％尿路性器 9％

消化器
6％

呼吸器
6％

精神 5％
その他
15％

眼
6％

小学校や子育てサークル、男性料理教室など、健
康づくりのための料理教室を実施し、ヘルスメイ
トとして学習したことをお伝えします。

野菜食べてって～♪

食を通して

健康づくり
の輪を

広めよう！

活
動
内
容

食べることや料理をすること、健康づくりに興味
のある方、ヘルスメイトになって一緒に健康づく
りの輪を広めましょう！

原爆被爆者
定期健康診断
日程のお知らせ

※日時が変更になる場合があります。
あらかじめご了承ください。

平成30年度
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□保険医療課　医療保険年金係　☎・お太助フォン 42-5619問

□社会福祉課　障害者福祉係　☎・お太助フォン 42-5615問

調剤
レセプト

医科
レセプト

⑤「服薬情報のお知らせ」
の内容を確認し、医療機
関、保険薬局と連携して、
薬剤の見直しを行う

④通知書をかかりつけ医
または、かかりつけ薬
局へ持参

①レセプト※を提供

②継続服薬中の多剤
併用と重複服用の
チェック

③薬剤の通知書を、
見直しが必要と思
われる患者へ送付

被保険者

かかりつけ医 かかりつけ薬局

その他の医療機関

安芸高田市

委託業者

※レセプト…月ごとの診療報酬明細書

国民健康保険加入者への服薬情報を通知します
　平成30年3月末より、病気の重篤化防止や、医療費削減を目的として、国民健康保険被保険者の方へ
服薬情報に関する通知を送付します。通知を受け取られた方は、その通知をかかりつけ医やかかりつけ
薬局で提示し、重複している薬や飲み合わせの悪い薬の確認を行ってください。

【対象者】以下の全てに該当される方
　・安芸高田市国民健康保険の被保険者で60歳以上75歳未満の方
　・複数医療機関（2か所以上）の受診歴のある方　　・6種類以上の薬を服薬されている方

通知書
通知書

通知書

発達障害は養育環境ではなく脳の機能による
もので、どんな能力にかたよりがあるか、どのくら
いの程度なのかは人によって様々です。注意力散
漫や多動、衝動性がみられる「注意欠陥多動性障
害」や、他の知的発達に比べ読む、書く、計算する
などが苦手な「学習障害」も発達障害です。

障害があるために困難なことを「なぜできないのか」と見られるのはつらいことです。このような自閉
症をはじめとする発達障害について理解していただくことは、障害のある人だけでなく、だれもが暮らし
やすい優しい社会の実現につながります。この機会に発達障害への理解を深めましょう。

発達障害の一つである自閉症は、脳の発達の違
いから「他の人の気持ちや感情を理解すること」
「言葉を適切に使うこと」「新しいこと」が苦手であ
り、人によっては変化に対応できない時は混乱し、
パニックを起こしてしまうこともあります。一方で、
感覚が敏感であったり記憶力が突出しているなど
優れた能力を発揮されている方もいます。

平成19年12月の国連総会において、毎年4月２日を「世界自閉症啓発デー」とする
ことが決議され、全世界の人々に自閉症を理解してもらう取り組みが行われています。
日本においても、自閉症をはじめとする発達障害について広く啓発するため、毎年４月
２日から８日を「発達障害啓発週間」として、シンポジウムの開催やランドマークのブ
ルーライトアップ等の活動が行われています。

市では4月1日（日）～15日（日）までの期間、クリスタルアージョ1F中央図書館にお
いて特設コーナーを設置し、関係図書等の紹介を行います。 ※4月2日（月）は休館日になります

こ
の
春
、
吉
田
高
校
を
卒
業
し
た
鈴
木
さ
ん
、
立

川
さ
ん
、
遠
野
さ
ん
。
１
月
20
日
に
開
催
さ
れ
た
『
広

島
県
高
校
生
介
護
技
術
コ
ン
テ
ス
ト
』
で
最
優
秀
賞

に
輝
い
た
メ
ン
バ
ー
で
す
。
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
福
祉

系
の
学
科
や
コ
ー
ス
が
あ
る
高
校
か
ら
１
校
２
チ
ー

ム
ま
で
出
場
で
き
、
高
齢
者
の
介
護
と
接
し
方
を
競

い
合
う
と
い
う
も
の
。
競
技
は
入
浴
後
の
女
性
が
リ
ビ

ン
グ
ま
で
移
動
す
る
の
を
助
け
る
想
定
で
、
舞
台
上
の

小
道
具
や
、
介
護
対
象
者
の
様
子
に
細
心
の
注
意
を

払
い
な
が
ら
、
現
場
さ
な
が
ら
の
介
護
を
行
い
ま
す
。

「
最
も
大
切
に
し
た
の
は
、
残
存
機
能
を
活
か
し
た
介

護
。
そ
の
人
の
持
つ
力
を
最
大
限
に
発
揮
で
き
る
よ

う
に
サ
ポ
ー
ト
し
ま
し
た
」
と
立
川
さ
ん
。
コ
ン
テ
ス

ト
ま
で
の
間
、
放
課
後
や
冬
休
み
を
使
っ
て
何
度
も
構

成
を
練
り
直
し
、
練
習
に
励
み
ま
し
た
。「
こ
の
コ
ン

テ
ス
ト
を
き
っ
か
け
に
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
相
手
の
気

持
ち
を
考
え
て
行
動
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」
と

鈴
木
さ
ん
。「
仲
間
の
考
え
が
目
を
見
て
わ
か
る
ほ
ど
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
が
高
ま
り
ま
し
た
」
と
遠
野

さ
ん
も
続
け
ま
す
。
一
緒
に
考
え
て
い
る
時
間
は
と
て

も
楽
し
か
っ
た
と
話
す
３
人
。
こ
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
こ

そ
が
、
最
優
秀
賞
の
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
だ
っ
た
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
春
か
ら
鈴
木
さ
ん
は
三
次
市
の
看
護

学
校
に
進
学
。
遠
野
さ
ん
は
地
元
の
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
に
、
立
川
さ
ん
は
広
島
市
内
の
金
融
機
関
に

就
職
し
ま
し
た
。「
今
回
の
受
賞
が
大
き
な
自
信
に
な

り
ま
し
た
！
」
と
３
人
。
そ
の
自
信
を
胸
に
社
会
人
・

学
生
と
し
て
の
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
す
。

コ
ン
テ
ス
ト
を
通
し
て
得
た
経
験
が

こ
れ
か
ら
の
学
生
・
社
会
人
生
活
の
財
産
に

みんなで頑張った時間が宝物
この自信を胸に
これからも歩み続けます

安
芸
高
田
市
で
、
夢
を
抱
い
て
様
々
な
活
動
に
取
り
組
む
挑
戦
者
た
ち
。

彼
ら
を
突
き
動
か
す
原
動
力
と
そ
の
熱
い
想
い
に
迫
り
ま
す
。

ガ
ッ
ツ
リ
系
の

ご
は
ん
が
大
好
き
で
す

遠野さんの好きな食べ物

「ラーメン全般が好きですが、特に
豚骨ラーメンが好きです」。お気に
入りは可部にある来来亭

立川さんの好きな食べ物

立川さんいわく「お腹も心も満たさ
れる」というカツ丼。カツ丼のある
お店では 100％オーダーします

鈴木さんの好きな食べ物

高校 1 年生の時、大阪で初めて食べ
た串カツに感動。それ以来広島市内
まで食べに出掛けています

最優秀賞受賞者

※写真左から

遠野　仁菜さん
とおの　　　　  にな

立川　未菜さん
たつかわ　　　　 みな

鈴木　真帆さん
すずき　　　　  まほ
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□教育委員会事務局　教育総務課
　学校統合推進室　☎・お太助フォン 42-0049
問

□無料　□水分補給の飲み物、タオルや着替えなど　□予約不要
託児はありませんが、対象年齢外のごきょうだいを一緒に連れてこら
れても大丈夫です。
□子育て支援センター
　☎・お太助フォン 47-1283（子育て支援課児童福祉係）

日程 時間 保育所（園）名 日程 時間 保育所（園）名

下記の保育園は随時園庭開放を行っております。行事の都合がありますので、各保育園にお問い合わせください。
刈田保育園　☎52-2099・お太助フォン 88-0855
八千代南保育園　☎・お太助フォン 52-3048
可愛保育園　☎・お太助フォン 43-1776

お茶・タオル・
着替えを持って
きてくださいね

カレンダーに
園庭開放日！

のいる日が

4月の

□…問い合わせ　□…場所　□…時間　□…相談員　□…対象　□…料金　□…申込み　□…持ち物　□…備考

健康診査

４か月児相談・２歳６か月児相談

育児相談

診察および育児全般における個別相談
□保健センター　□13：00～13：15
□☎・お太助フォン 42-5633

育児全般における個別相談
□保健師・栄養士　□保健センター　□10：00～11：30
□乳幼児
□健康長寿課　健康推進係　☎・お太助フォン 42-5633

母乳相談会

すくすく離乳食教室（乳幼児健康教室）

母乳測定、乳房トラブル、卒乳など
□保健センター　□10：00～11：30　□妊婦・産婦
□希望される方は、事前に健康長寿課までご連絡ください。
□健康長寿課　健康推進係　☎・お太助フォン 42-5633

身体計測、食生活・歯・ことばなど育児全般における個別相談
□保健センター
□２歳６か月児10：00～10：30　４か月児13：00～13：30
□健康長寿課 健康推進係　☎・お太助フォン 42-5633

問

相

対

問

所 時

問

所 時 対

備

からだとお口の発達に合わせた離乳食教室
□クリスタルアージョ101
□10：00～11：30（受付8：30～17：15 土日祝は除く）
□4か月児～8か月児とその保護者
□〈予約開始日〉4月9日（月）
□※対象月齢外でも参加可（要相談）
□健康長寿課　健康推進係
　☎・お太助フォン 42-5633
問

所

時

対

申

備

親子交流会
□クリスタルアージョ
　１階プレイルーム
□受付10：00～10：15
　活動10：15～10：45

所

時

子育て広場

問

持料 備

備持申料対相問 所 時

所 時

問

所

時

2歳6か月児
相談

次
回

の

撮
影は4/27です！

※2歳6か月児相談において本誌裏表紙「集まれ！安芸高田のアイドル」の
　撮影を実施します。ぜひご協力ください。撮影に関するお問い合わせは
　政策企画課　広報・ICT係　☎・お太助フォン 42-5627まで。

…園庭開放（詳しくは左ページ） …入園式園名

親子体操
□吉田運動公園エアロビクス室
□受付10：00～10：15
　活動10：15～11：00

所

時

ブックスタート □教育委員会事務局　生涯学習課　社会教育係　☎・お太助フォン42-0054問

 10日（火）  10：00～11：30 吉田保育所

 17日（火）  10：00～11：30 吉田保育所

 19日（木）  10：00～11：30 向原こばと園

 24日（火）  10：00～11：30 吉田保育所

 25日（水）  9：45～11：00 入江保育園

 26日（木）  10：00～11：30 みつや保育所（体験入園）

 26日（木）  10：30～11：45 ひの川幼稚園（なかよし広場）

４か月児相談
（H29.12生）・

親子交流会
（2～4歳児）

母乳相談会

育児相談

親子体操
（0～1歳児）

健康診査
3歳児

（H26.10生）

すくすく
離乳食教室

（4か月児～
　8か月児）

健康診査
1歳6か月児

（H28.9生）

詳
し

く
は郵送される「4か月

児
相

談
」の

案

内で！

２歳６か月児相談
（H27.10生）

健康診査
乳児

（H29.6生）

月は統合が決まった小学校の閉校式が相次ぎました。3月4日（日）の午前に開催された甲立小学校を皮切りに、同
日の午後に根野小学校、11日（日）に小田東小学校、18日（日）に小田小学校、そして3月25日（日）には、刈田小学

校の閉校式が開催されます。最初に行われた甲立小学校では、閉校式後、地域と保護者、学校が一緒になって『閉校記念行
事』を実施しました。ビデオメッセージ、全校児童の合唱、未来へのメッセージをつけた風船飛ばしなどが行われ、みんな
で思い出を心に刻みました。また、午後から閉校式が行われた根野小学校でも閉校記念行事が実施され、児童と保護者が
お世話になった方に感謝状を手渡したり、会場全体で『ふるさと』を合唱して、互いに感謝の気持ちを伝え合いました。

3
5 つの小学校で閉校式を開催第5回

1日1本ずつ溜まっていく牛乳パッ
クで何かを作れないかと思い考
案。牛乳パックを積み重ねて椅子
の形を作り、全体をビニールテープ
で固定しています。中に新聞紙を詰
めることで強度をアップ。きょうだ
い3人で楽しみながら作りました。
テーブルやおもちゃなど工夫次第
でいろんなものが作れますよ。

牛乳パックの空き容器を再利用

子育てに役立つプチ情報！ みなさんからの投稿もおまちしています。

ゆいちゃん、はるくん、
まなちゃんとママ

①強度を出すために
新聞紙を詰め込む

②好きな大きさになる
まで重ねて、座る面
に段ボールを貼る

③好きな色の
テープで補
強して完成！

校歌斉唱

※3月号掲載の刈田小学校バス乗車練習日は2月26日（月）でした。八千代小学校の校歌は、市内在住の田中忠夫さんが作詞、梶原美智子さんが作曲されました。

風船飛ばし

記念撮影 感謝状贈呈

甲立小学校

根野小学校

市内小学校
入学式

八千代の丘
美術館春まつり
郡山桜まつり

アートまつりin
向原

土師ダム
桜まつり
神楽公演

市内中学校
入学式

八千代小学校
甲田小学校
開校式

みつや保育所

入江保育園

ひの川幼稚園
吉田幼稚園

みどりの森保育所
ふなさ保育園
くるはら保育園
かわね保育園
小田東保育所
甲立保育所
小原保育所

可愛保育園

吉田保育所
向原こばと園

八千代南保育園
刈田保育園
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このコーナーは市内のいろいろな出来事を紹介するコーナーです。
皆さんの身近な出来事をお知らせください。

政策企画課 広報・ICT係 
〒731-0592 安芸高田市吉田町吉田791番地
☎・お太助フォン 42-5627　　42-4376

有名な演奏家
平岡　甚太くん

活躍する
プロサッカー選手

北長　奏くん 読者を笑顔にさせれる
小説家

田上　亜依さん

安芸高田市民フォーラム「あ
きたかた物語」第14章

若者が興す我がまち安芸高田PART3

高宮田園パラッツ
ォ2月18日（日）

写真協力：日本トップリーグ連携機構

Iターン、Uターン者がディスカッション形式で田舎暮らしに対
する思いなどを発表。独自の目線で語られるまちの魅力に、今
後のまちづくりのヒントがいっぱい詰まっていました。

　2月20日（火）、大正時代から続く吉田小学校の伝統行事、卒業記念
の『自画像制作』が行われました。児童たちは広島女学院大学の三枡正
典教授指導のもと、9時20分から14時40分まで休憩を挟みながら真剣
に自身の顔を描き続けました。今年の作品も個性がキラリと光る力作揃
い。6年生56人の作品がその歴史に新たな1ページを刻みました。

　2月27日（火）、ひの川幼稚園にて、毎年恒例の箏曲発表
＆卒園茶会が行われました。沖田先生・塩崎先生の指導のも
と、1年間一生懸命お琴を学んできた園児たち。箏曲“さくら”
を演奏すると、集まった保護者や地域の方から大きな拍手が
贈られていました。茶会では、盆手前で園児たちが抹茶を点
て、感謝の気持ちを込めて保護者と地域の方々に振る舞いま
した。保護者のみなさんは、小さな手で懸命にお茶を点てる
様子を見ながら、わが子の成長を心から喜んでいました。

優しい保育士
武田　杏さん

みんなを笑顔にできる
画家

　政　雄大くん 笑顔にできる
カフェの店長
米屋　彩花さん

園児たちが 1年間学んできた
お琴とお茶の成果を披露

ひの川幼
稚園

安芸高田市でプロサッ
カー選手を目指し、高校
生活を送りながら切磋
琢磨した11名。参加した
60名の市民はそれぞれ
の道へ進む彼らにエール
を送りました。

2月24日（土）、エディオンスタジアム広島にて、サンフレッ
チェ広島ホーム開幕戦が行われました。市では応援ツアー
を企画し、約100人が参加。スタジアムで大きなエールを
送り、試合は1－0でサンフレッチェ広島が勝利しました。

サンフレッチェ広島　必勝祈願・清神社参拝

清神社2月8日（木）

城福新監督や新たに加入したタイ
の英雄・ティーラシン選手など、サン
フレッチェ広島の選手・スタッフが
清神社を訪れ、必勝祈願を行いまし
た。青山選手と千葉選手が大きな絵
馬を奉納し、城福監督が地元の人
が扮した毛利元就公より、三本の破
魔矢を受け取りました。参拝に先立
ち、7日（水）には城福新監督が市
長を表敬訪問されました。サンフレッチェ広島ユース

３年生を送る会

生徒議会

市議会本会議場
1月31日（水）

今年の生徒議会には、甲田中学校の2年生
37名が参加。「総合運動公園および遊具の
ある公園の新設について」や「廃校になる小
田小学校と小田東小学校の跡地利用につい
て」など、中学生の視点で見た市の課題につ
いて、率直な質問をぶつけていました。

Jリーグが
いよいよ開幕

吉田運動公園
体育館2月12日（月

）

SOMPOボールゲームフェスタ

in安芸高田

元日本代表鈴木啓太
さんをはじめ日本を代
表するアスリートが集
まり、子どもたちにス
ポーツの楽しさを教え
ていただきました。

クリスタルアージ
ョ小ホール2月27日（火

）

ひらおか　　 じんた

きたなが　 かなで

たがみ　 　　あい

こめや　 　 あやか

たけだ　   あんず

ひろまさ　   ゆうだい

©2018 S.FC

©2018 S.FC

©2018 S.FC

©2018 S.FC©2018 S.FC

©2018 S.FC©2018 S.FC
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　子どもをねらった卑劣な犯罪が後を絶ち

ません。日頃から、子どもに身の危険を感

じたときの対処法などを繰り返し教え、練

習をさせておきましょう。子どもの居場所

がわかる携帯電話などの防犯グッズを携帯

させることも防犯対策の一つです。

■ 子どもの犯罪被害防止

■ 4月6日（金）から15日（日）は 春の全国交通安全運動

安芸高田警察署　☎ 47-0110
安芸高田市 危機管理課　☎ ・お太助フォン 42-5625

安芸高田警察署メルマガ
身近な犯罪情報などをタイムリーに配信して
います（右のＱＲコードから登録できます）

〈 子どもに教える４つの約束 〉
知らない人には
絶対について行かない

外で一人では遊ばない
定められた通学路を集団で通る
塾や習い事等への行き来は人通
りの多い明るい道を選び、友だ
ちと一緒に往復する

遊びに行くときは、ど
こで誰と遊び、何時に
帰るか家の人に言って
から出かける

連れて行かれそうになったら、
大声で叫んだり、防犯ブザーや
ホイッスルを鳴らす

地域全体での子どもの見守りと、
子ども自身の危険回避能力を向
上させましょう。

現行

➡

変更後
 船佐駅 7:22 7:15

 高宮支所
船佐小学校 7:37 7:30

 浅塚 7:55 7:48
 甲田小学校 8:00 7:53
 吉田出張所 8:24 8:17

現行

➡

変更後
 船佐駅 14:40 8:45 14:45
 乙木橋 14:42 8:47 14:47
 水谷 14:46 8:51 14:51

 今田橋 14:48 8:53 14:53
 高宮支所 14:54 8:59 14:59

増便

現行

➡

変更後
 式敷駅 14:50 8:35 14:55
 野部 14:57 8:42 15:02

 佐々部 15:02 8:47 15:07
 船佐小学校 15:03 8:48 15:08
 高宮支所 15:03 8:48 15:08

増便

現行

➡

変更後
 高宮支所 6:56 6:46
 今田橋 7:02 6:52
 水谷 7:04 6:54

 乙木橋 7:08 6:58
 船佐駅 7:10 7:00

現行

➡

変更後
 高宮支所 8:40 8:20
 今田橋 8:46 8:26
 水谷 8:48 8:28

 乙木橋 8:52 8:32
 船佐駅 8:54 8:34

現行

➡

変更後
 高宮支所 8:30 8:10
 船佐小学校 8:30 8:10

 佐々部 8:31 8:11
 野部 8:36 8:16

 式敷駅 8:43 8:23

■船佐線 平日運行便 ■バス停名の変更

■バス停の廃止

■船佐駅線 火・金曜運行便 ■式敷駅線 月・水曜運行便

船佐駅～吉田出張所（往路）

船佐駅～高宮支所（往路） 式敷駅～高宮支所（往路）

高宮支所～船佐駅（復路） 高宮支所～式敷駅（復路）

高宮支所～船佐駅（復路）

□問政策企画課　企画調整係
☎・お太助フォン42-5612
42-4376

運
動
の
重
点

・子どもと高齢者の安全な通行の確保と高齢運転者の交通事故防止
・自転車の安全利用の推進
・全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底
・飲酒運転の根絶

「危ないよ　スマホじゃなくて　周り見て」平成30年広島県交通安全年間スローガン

※船佐駅19時40分発高宮支所行きは廃止になります。

4月1日
から

路線バス

4月1日
から

路線バス

施設の移転や名称の変更等に対応します。

バスの運行ルートの変更に対応します。

現行

➡

変更後

吉田消防署前 消防署前

資料館前 博物館前

多治比農協 シルバー人材センター

根野小学校入口 八千代小学校前

刈田学校 水無

横田診療所前 東光広場

高宮福祉センター たかみや湯の森前

来女木農協 来女木公民館

甲立小学校 甲田小学校

現行
➡

変更後

宮の下 廃止

　林野火災を防ぐために

①火災の起こりやすい場所では火を使用しない。
②たき火などをしている時はその場を離れず、離れる時には完全に消火する。
③風の強い日や乾燥時は、たき火や枯草焼きをしない。
④喫煙は指定された場所で行い、吸い殻は必ず消すとともに投げ捨てはしない。 
⑤火遊びをしない。
⑥焚火や枯葉焼きなど火を使用する際は、水バケツや消火器などの消火器具を
　準備する。

　消防本部では、毎月第１・第３月曜日の午前９時からお太助フォンのテスト放送を実施しています。みなさんは、

このテスト放送が急に大音量で流れることに驚かれたこともあると思います。これは火災発生時に、消防団出動指

令を行う機器が正常に機能するかを確認するため、火災時と同様の音量でテスト放送を実施しています。いざとい

う時の不具合を未然に防いでいることへのご理解とご協力をお願いします。

全国的に多くの火災が発生するこの時季、安芸高田市消防本部では、3月20日から４月20日までを
「林野火災防火月間」とし、林野での火災予防に関する意識の高揚を行っています。

■ 3月20日（火）から４月20日（金）は「林野火災防止月間」

■ お太助フォンの「テスト放送」を実施しています

火災は小さな不注意から発生します。自分の家や地域から火災を起こさない
よう、今一度火の取り扱いに十分注意してください。

平成5年4月に吉田町で発生した林野火
災は、5日間にわたり燃え続け、約250ヘク
タールを焼失しました

「広報あきたかた」についてご意見をお寄せください

政策企画課　広報・ICT係　　　jouhouka@city.akitakata.jp

広報安芸高田では「懸賞付きアンケート」掲載に向け、市
内外問わず、懸賞協賛企業を広く募集いたしております。申
し込み、お問い合わせは政策企画課までご連絡ください。

懸賞付き
アンケート
協賛企業募集

今月号でよかった内容や写真が
あれば教えてください。
取り上げてほしい内容や企画が
あれば教えてください。
広報に関するご意見・ご感想を
お聞かせください。

Q1.

Q2.

Q3.

アンケート
受付

メールもしくは、裏面の
用紙にご記入いただき、
本庁・支所へ設置してあ
ります広報ご意見ポスト
へ投函してください。

開催日時

講習内容
場所

申込み

4月15日（日）［ 毎月第３日曜日 ］
　午前 ２時間（短縮コース：ウェブ講習受講済の方対象です）
　午後 ３時間（普通コース）
　※なお、受講時間は変更できる場合がありますので、ご相談ください。

普通救命講習（３時間）［心肺蘇生法、ＡＥＤ使用方法、異物除去方法、止血法など］
安芸高田消防署
毎月第２日曜日まで　　　　　　　　　　    警防課救急係　☎42-3952お問い合わせ

安芸高田市消防本部・安芸高田消防署
http://www.akitakata.jp/ja/shisei/section/119/

☎ 42-0931　　47-1191

〈 寄附件数 〉60件
〈 寄附額 〉1,560,000円（2月分合計）
［ 平成29年度合計 ］1,241件／31,210,010円

【安芸高田市ふるさと納税寄附金額】

アソートセット・
　　苔テラリウム

園芸王国パスタイム

※写真は
一例です。

幅広い種類からセレクトし
た多肉植物の「アソートセット」や、19×26cm
のビンに複数の苔を植え込んだ「テラリウム」
など、初心者から楽しめるこだわりの商品を
お届けしています。

□地方創生推進課定住促進係
　　　　　　　　   ☎・お太助フォン42-2124
問
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切り取り線切り取り線

切
り
取
り
線

切
り
取
り
線

裏面アンケートの答えをご記入ください。

A1.

お名前
性別　男・女
年齢　　　歳

住所
〒

☎（　　　　　　　）　　　　　ー

ふりがな

お預かりした個人情報の取り扱いにつきましては厳重に管理し、取得目的以外には使用しません。

※取材のため、こちらからの連絡をご希望されない場合は右にチェックを入れてください。　□ご連絡不可

アンケート記入欄

A2.

A3.

（甲田町高田原）

（個人蔵）

明治29年（1896年）9月9日
た か た ば ら じ ん じ ょ う

写
真
の
裏
書
き
に
よ
っ
て
小
田
東
小
学

校
の
前
身
で
あ
る「
高
田
原
尋
常
小
学
校
」

を
写
し
た
も
の
と
わ
か
り
ま
す
。

学
校
の
創
立
は
明
治
３
年
（
１
８
７
０

年
）、
高
林
坊
の
住
職
が
開
い
た
「
育
長

開
明
舎
」
に
さ
か
の
ぼ
り
、
校
名
が
「
小

田
東
」
に
な
っ
た
の
は
大
正
６
年
（
１
９

１
７
年
）
か
ら
で
す
。

写
真
の
二
階
建
て
の
校
舎
は
明
治
24
年

に
建
て
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
、
そ
の
前

に
集
合
す
る
着
物
姿
の
児
童
は
総
勢
１
０

３
人
。
ま
だ
写
真
が
と
て
も
珍
し
か
っ
た

時
代
、
こ
の
日
は
学
校
に
と
っ
て
特
別
な

日
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

ち
な
み
に
学
校
の
記
念
誌
に
よ
る
と
、

こ
の
頃
の
児
童
が
学
ん
だ
の
は
修
身
・
読

書
・
作
文
・
習
字
・
算
術
・
体
操
で
し
た
。

日
本
の
近
代
教
育
は
明
治
５
年「
学
制
」

の
公
布
に
始
ま
り
ま
す
。
各
地
に
様
々
な

小
学
校
が
つ
く
ら
れ
、
明
治
20
年
時
点
で

安
芸
高
田
市
域
に
な
ん
と
50
校
近
く
も

あ
っ
た
と
い
う
か
ら
驚
き
で
す
。

教
育
制
度
の
改
変
や
社
会
状
況
の
変
化

に
よ
っ
て
学
校
は
統
合
を
繰
り
返
し
て
き

ま
し
た
。
今
年
の
４
月
か
ら
は
八
千
代
町

の
刈
田
小
学
校
と
根
野
小
学
校
が
「
八
千

代
小
学
校
」
に
、
甲
田
町
で
は
甲
立
小
学

校
、
小
田
小
学
校
そ
し
て
小
田
東
小
学
校

が
統
合
さ
れ
「
甲
田
小
学
校
」
と
し
て
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。

あの日の記憶は
写真の中にⅡ［8］「高田原尋常小学校」

安芸高田市歴史民俗博物館

学芸員 古川 恵子
感謝状の贈呈
八千代の丘美術館企画展作家の方
より、作品を寄附していただきまし
たので、感謝状を贈呈しました。

寄附していただいた作品は、企画
展の展示など、大切に活用させて
いただきます。
問生涯学習課
　文化スポーツ振興係
　☎・お太助フォン42-0054
　 42-4396

4月1日は「表示登記の日」
土地や建物は法務局の登記簿に記
録（登記）することにより、その権
利が保全されますが、位置や範囲
が不明となっていることによる様々
な問題は後を絶ちません。「表示
登記の日」にあわせ、専門家による
無料登記相談会を行いますのでお
気軽にご相談ください。
時4月1日（日）10時～15時

所ゆめタウン吉田店2階文化教室
（安芸高田市吉田町594-1）
■相談内容
・土地・建物の登記に関して
・土地の所在などに関して
・土地の境界などに関して
問舛岡土地家屋調査士事務所
　☎47-2052

警察官採用試験
平成30年度第1回警察官採用試験
が実施されます。

募集
応募して

みませんか？ 

■試験区分
　警察官A（大卒）/B（大卒以外）
■受験資格
　昭和61年4月2日～平成13年4月
　1日生まれの方
■受付期限　4月17日（火）17時
■ 1 次試験　5月13日（日）
■採用時期　平成31年4月予定
■資格による加点
（平成27年以降に取得したもの）
　柔剣道2段以上、英検2級以上、
　TOEIC470点以上、TOEFLiBT48
　点以上、国際英検C級以上
問 申最寄りの駐在所、又は安芸高田
警察署　☎47-0110

トピックスその他
の

お知ら
せ

時日時　問お問い合せ先　所場所　予予約　備備考　料料金　申申込

小田東小学校
　信末 実智則 校長（写真右）
　  　地域との連携による
　  　特色ある教育

美土里小学校
　末永 裕子 教諭（写真中央）
　  　「学びの変革」に係る
　  　県全体への普及貢献

甲田中学校
　江木 祥泰 校長（写真左）
　  　ハンドボール部の
　  　全国レベルでの活躍

学習活動、教育活動等において、
他の模範となる成果をあげたこと
より受賞されました。

平成29年度 「広島県教育奨励賞」受賞

評
価

評
価

評
価

個人の部

団体の部

□学校教育課　学校教育指導係　☎・お太助フォン42-5628問

「世界平和希求 救世観音菩薩」
平成 29年度企画展作家
西本瑛泉さん（陶芸家）

「春」
平成 25年度企画展作家
佐田尚穂さん（画家）

2425 広報 あきたかた 平成30年4月号広報 あきたかた 平成30年4月号



募集項目 応募資格 受付期間 試験日
（一般）自衛隊幹部候補生

※大卒程度試験 22歳以上26歳未満

3月1日～5月1日

［ 1次 ］5月12日、13日
［ 2次 ］6月12日～15日のいずれか1日
［ 3次 ］海・空飛行要員のみ
　　　　　海：7月9日～13日のいずれか1日
　　　　　空：7月14日～8月2日のいずれか１日

（一般）自衛隊幹部候補生
※大学院卒者試験

20歳以上28歳未満
（修士課程修了者等）※見込含

（歯科）自衛隊幹部候補生 専門の大卒20歳以上30歳未満　※見込含 ［ 1次 ］5月12日
［ 2次 ］6月12日～15日のいずれか指定する1日（薬剤科）自衛隊幹部候補生 専門の大卒20歳以上28歳未満　※見込含

医科・歯科幹部 医師・歯科医師の免許取得者 2月1日～4月20日 5月11日

一般曹候補生 18歳以上27歳未満（高校生を除く） 3月1日～5月1日 ［ 1次 ］5月26日
［ 2次 ］6月27日～7月2日のいずれか1日

自衛官候補生 18歳以上27歳未満 通年　※詳細はお問い合わせください。
技術海上幹部・技術航空幹
部

大卒以上で応募資格に定められた学部・専攻学
科等を卒業後、2年以上業務経験のある方　 4月20日～5月25日 6月25日

技術海曹・技術空曹 20歳以上で国家免許資格取得者等 6月22日
予備自衛官補（一般公募） 18歳以上34歳未満

1月9日～4月6日
4月14日～17日

予備自衛官補（技能公募） 18歳以上で国家免許資格等を有する方
（資格により53 歳～ 55歳未満） 4月15日、16日

※詳しい内容につきましてはホームページをご覧になるか、自衛隊可部募集案内所にお問い合わせください。
※本庁・各支所にパンフレットを置いていますのでご利用ください。 検索広島地本

自衛官募集　～平和を仕事にする～

（女子）4月15日、16日
※いずれも指定する1日

問自衛隊可部募集案内所
　☎082-815-3980

※このおよろこびとおくやみは届出時に掲載を希望された方のみです。市外で届けられた方や掲載の確認が取れていな
い方の名前の掲載を希望される場合は、政策企画課 広報・ICT係 ☎・お太助フォン42-5627までご連絡ください。

休日・夜間の救急医療月

■高田地区休日夜間救急診療所
　吉田総合病院（吉田町）

17：00～翌 8：30
8：30～翌 8：30

〈平　日〉
〈日・祝日〉
【内科・外科】 ☎42-0636

※都合により変更になる場合があります。
　出かける前に医療機関へお問い合わせください。

■おおはた産婦人科（吉田町）
4月8日（日）

【産婦人科】 ☎42-0067

納　税月

納期限：5月1日（火）
■国民健康保険税 第1期

人口 平成30年
3月1日現在

人口総数
世帯数
男
女

29,184
13,531
14,086
15,098

（-470）

（-16）

（-175）

（-295）

前年比

消防署の出動件数 平成30年
2月末現在

平成29年度累計

前年同月

救急
127件

（1442）

救助
2件

（29）

その他
0件

（38）

火災
8件

（20）

111件 1件 1件1件

毎月1日と15日は「防災デー」

交通事故（年間累計）

管内交通事故の特徴

広島県交通安全年間スローガン

負傷者
19人（+3）

死者
1人（+1）12件（0）

人身事故

平成30年
2月末現在

※（）内は前年同期の増減数

2件
1件

1件追突事故
出合頭衝突

人対車両
1件車両単独

危ないよ スマホじゃなくて 周り見て

月間有効求職者数

月間有効求人数

月間有効求人倍率

346 人
663 人

1.92 倍

お仕事のご相談・求人募集はハローワークを
ご利用ください　☎42-0605　　42-0224

ハローワーク安芸高田

求人求職状況（1月分）

相談会名 相談内容 日にち 時間 場所 予約・お問い合わせ

巡回無料弁護士
相談会

お1人30分まで
同じ相談で1回限り
弁護士に利害関係がある場合
お断りする場合あり

12日(木) 13時～16時 吉田人権会館
予3月22日（木）より
吉田人権会館☎・お太助フォン42-2826

26日(木) 13時～16時 甲田人権会館
予4月12日（木）より
甲田人権会館☎・お太助フォン45-4922

行政相談

美土里

行政に関する困りごとや
意見など
相行政相談委員

9日(月) 10時～12時 美土里支所
総務課
☎・お太助フォン42-5611
☎・お太助フォン42-2111(代)

高宮 27日(金) 10時～12時 高宮支所
甲田 24日(火) 13時30分～15時30分 甲田支所
向原 17日(火) 10時～12時 向原支所
吉田

5日(木)
19日(木) 10時～15時 吉田人権会館 吉田人権会館

☎・お太助フォン42-2826くらしの総合相談 国の機関へ苦情や意見・暮ら
しの心配事

総合相談
高宮会場 様々な暮らしの心配事 10日(火)

24日(火) 18時～20時 たかみや人権会館
予相談日の5日前まで
たかみや人権会館☎・お太助フォン57-1330

相続・後見相談会 相続・後見制度に関して
2日(月) 13時～16時 八千代人権会館 八千代人権会館

☎・お太助フォン52-7500

12日(木) 13時～16時 甲田人権会館 甲田人権会館☎・お太助フォン45-4922

年金・労働
無料相談会

年金・労働のお悩み、障害年
金請求の記入方法など
相社会保険労務士

25日(水) 13時～15時30分 電話相談
広島県社会保険労務士会三次支部 
道沖祐子社労士事務所
☎52-3555

生活困窮者相談 生活保護など生活困窮に関して 平日 8時30分～17時15分 電話・窓口相談 社会福祉課☎・お太助フォン42-5615

障害者相談 障害者やその家族の方などの
お悩み

平日 8時30分～
17時30分 電話・窓口相談 障害者基幹相談支援センター

☎・お太助フォン47-1080

平日 8時30分～17時 電話・窓口相談 清風会つぼみ☎47-2092

平日 9時～18時 電話・窓口相談 相談支援事業所もやい☎45-2320

高齢者相談 高齢者に関して 平日 8時30分～
17時30分 電話・窓口相談 地域包括支援センター

☎・お太助フォン47-1132

消費生活相談 悪質な商取引に関する消費者
相談 月・金 9時30分～12時

13時～16時30分 電話・窓口相談 消費生活相談室
☎42-1143

県民相談 離婚・相続・近隣トラブル、交
通事故など 平日 9時～17時 電話・窓口相談 広島県生活センター

☎082-223-8811

お太助フォン相談 お太助フォンに関する相談 平日 9時30分～18時 電話・窓口相談 CBBS(中国ブロードバンドサ ー ビ ス 株 
式 会 社)☎45-7017お太助フォン99-5500

子育て
支援センター

子育てのお悩み
相家庭児童相談員、母子・父
子自立支援員、保健師、子育
て支援員

平日 8時30分～
17時15分 電話・窓口相談 子育て支援課　児童福祉係

☎・お太助フォン47-1283

こども発達
支援センター

就学までの乳幼児の心身の成
長・発達に関して
相こども発達支援員

平日 8時30分～
17時15分 保健センター2Ｆ

こども発達支援センター
☎・お太助フォン47-4151
申電話受付

地域子育て
支援センター

育児相談やアドバイス
相保育士 保育所開所時 吉田保育所

小田東保育所
吉田保育所☎・お太助フォン42-0662
小田東保育所☎・お太助フォン45-2118

広島県小児救急
医療電話相談

子どもの急な病気についての
アドバイス 平日 19時～翌8時 電話相談 ☎局番なしの＃8000

（携帯電話からも利用可）

時日時　問お問い合せ先　所場所　予予約　備備考　料料金　申申込　相相談員 4月の相談

吉田町 　

古城 良太朗（こじょう　りょうたろう・男）

水重　 丞司（みずしげ　じょうじ・男）

早川 さくら（はやかわ　さくら・女）

谷川　 稜季（たにがわ　いつき・女）

島中　 颯介（しまなか　そうすけ・男）

坂田　 　椋（さかた　りょう・男）

脇田 一知花（わきた　いちか・女）

八千代町

佐藤 このか（さとう　このか・女）

上田 いち椛（うえだ　いちか・女）
美土里町

高杉　 　朔（たかすぎ　さく・男）

金井　 睦弥（かない　むつや・男）
甲田町

塚升　 颯志（つかます　そうし・男）
敬称略

吉田町

[ 吉 田 ] 竹本 美根子（74 歳）

[ 吉 田 ] 前部　 誠莊（87 歳）

[ 吉 田 ] 近藤　 瑞子（80 歳）

[ 吉 田 ] 戸野　 公則（71 歳）

[ 吉 田 ] 髙木 スガノ（92 歳）

[ 吉 田 ] 住吉　 　榮（88 歳）

[ 常 友 ] 土河　 幸枝（89 歳）

[ 常 友 ] 尾野 冨士登（70 歳）

[ 山 手 ] 新川　 辰二（83 歳）

[ 山 手 ] 兼本 勢津子（75 歳）

[ 桂 ] 塚 　 　孝（88 歳）

[ 桂 ] 川本　  光子 （78 歳）

[下入江] 西岡 ミヨコ（96 歳）

[ 相 合 ] 伊藤　 澤子（88 歳）

[常楽寺] 世良　 征義（74 歳）
八千代町

[ 向 山 ] 沖野　 昭三（89 歳）

[ 向 山 ] 山川　 忠義（83 歳）

[ 下 根 ] 屋敷　 尊幸（84 歳）

[ 上 根 ] 大崎 ハルヱ（95 歳）

[佐々井] 松田　 艶子（83 歳）
美土里町

[ 北 ] 伊藤　 春江（77 歳）

[ 本 郷 ] 十字　 恪郎（86 歳）
高宮町

[佐々部] 吉村　 逸美（102 歳）

[佐々部] 津村　 惠子（80 歳）

[佐々部] 川野 ミツヱ（93 歳）

[佐々部] 永﨑 ユキエ（91 歳）

[ 原 田 ] 岡野 　　 （83 歳）
甲田町

[高田原] 堀川　 玉枝（94 歳）

[高田原] 谷重　 絹枝（84 歳）

[高田原] 北升　 喜三（90 歳）

[下小原] 川森　 泰彦（74 歳）

[下小原] 新田　 豊文（78 歳）

[ 浅 塚 ] 井上　 久登（89 歳）

[ 糘 地 ] 小早川 雪子（92 歳）

[上小原] 川井　 敏明（83 歳）

[上甲立] 新山　 勝義（80 歳）

[ 深 瀬 ] 笹田　 　環（95 歳）
向原町

[ 戸 島 ] 寛田 サワヱ（93 歳）

[ 戸 島 ] 堤　 　哲則（71 歳）

[ 戸 島 ] 西丸　 忠雄（87 歳）

[ 戸 島 ] 小畠 ヤヱ子（90 歳）

[ 坂 ] 生田　 俊三（94 歳）

[ 坂 ] 中丸　 典子（89 歳）

[ 坂 ] 小田川 樹（82 歳）

[ 坂 ] 奥田 金太郎（96 歳）

[ 長 田 ] 元　 春行（81 歳）

[ 長 田 ] 國岡　 　曻（91 歳）

[ 保 垣 ] 末田　 聰昭（75 歳）

敬称略

お詫びと訂正
広報あきたかた3月号3ページに誤りがありました。訂正しお詫びいたします。

〈誤〉 〈正〉昭和32年 式敷ー口羽間　開業　
昭和50年 全線開通（三次-式敷間の名称が三江線に）

昭和53年 三次・式敷間でレールバス運行

昭和32年 三次・式敷間でレールバス運行　
昭和38年 式敷ー口羽間　開業
昭和50年 全線開通（三次-式敷間の名称が三江線に）
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